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動作ランプ

お使いに
なる前に1 各部の名称
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お使いに
なる前に1 接続します

本装置には、LANに接続するための10BASE-Tポート、ISDNまたは高速ディジタル専用
線と接続するためのLINEポートがあります。

接続の手順

ISDN回線接続ジャック（LINE 
ネット64回線用モジブ用モジブ用モジブ愉

接ヮ











設定ユーティ
リティを使う2 設定ユーティリティのインストール

設定ユーティリティは、本装置の付属品としてフロッピーディスクで提供されています。
設定ユーティリティをパソコンにインストールしてください。
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2
設定ユーティリティの起動方法と終了方法および設定画面での一
般的な操作方法につ
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設定ユーティ
リティを使う2

作成した構成定義情報を本装置に転送します。コンソールポート経由と10BASE-Tポート経由では操作する画
面が違います。

構成定義情報の転送

起動直後の画面で、［構成定義情報ファイルを
MUCHOに転送］を選択し［次へ］をクリッ
クします。

1
コンソールポート経由
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ア
ナ
ロ
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信

機
器
を
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う
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アナログ通信
機器を使う3

追っかけ転送を設定する

「追っかけ転送先」を登録しておくと、転送先がお話し中のときに
別の相手に取りつぐ（代替転送）こともできます。







アナログ通信
機器を使う3
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ア
ナ
ロ
グ
通
信

機
器
を
使
う

3

サブアドレスを利用した着信番号の登録が行えます。
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アナログ通信
機器を使う3 ダイヤル完了タイマ設定を行うには

ダイヤル完了後に ボタンを押すと即座に発信されますが、 ボタンが押されないとき
は、ダイヤルが完了したかどうか(電話番号をダイヤルし終わったかどうか)は、タイマで認
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アナログ通信
機器を使う3 設定を保存するには

設定が終了したら、設定の保存を行ってください。
TEL1、TEL2ポートどちらから保存操作を行っても、両方のTELポートの設定内容が保存
されます。

受話器を取りあげます。
「ツー」という発信音が聞こえます。

1

、 、 を押します。
正しく保存されると「ピピピピ」という音のあとに、「ツー」と

いう音が聞こえます。
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ア
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を
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う

3

TEL1・TEL2ポートの応用設定画面
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ア
ナ
ロ
グ
通
信

機
器
を
使
う

3

TEL1・TEL2ポートの短縮ダイヤル登録画面
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アナログ通信
機器を使う3 アナログコマンドの使い方

アナログポートの設定をする
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ア
ナ
ロ
グ
通
信

機
器
を
使
う

3

説明設定方法機能名

●サブアドレス

サブアドレスのみ着信する

サブアドレスありとサブアドレス
なしを着信する

サブアドレスなしのみ着信する

サブアドレスのチェックをしない

6＊＊〈サブアドレス〉＃

6＊〈サブアドレス〉＃

6＊＊＃

6＊＃ 工場出荷時設定

機能名 設定方法 説明

●機器種別（HLC）

任意

電話

FAX

7＊2

7＊3工場出荷時設定
機能名 設定方法 説明

●ダイヤル完了タイマ

ダイヤル完了タイマ8＊〈ダイヤル完了タイマ〉

〈ダイヤル完了タイマ〉は【
する。【

機能名

機定方法

工場出荷時設定）数別了タイマ〉）数別了タイマ〉は【
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アナログ通信
機器を使う3 アナログコマンドの使い方

現在有効な短縮ダイヤルとアナログ設定項目

ポート毎にアナログポートの設定を表示す
る（showコマンド、displayコマンド） lt環

栗 孅 れ h o w イ
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ア
ナ
ロ
グ
通
信

機
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う

3

現在有効なTEL1ポートの短縮ダイヤルとア
ナログ設定項目が表示されます。

2
tel1＃show

1＊ 0

1＊3 0

2＊ 0

2＊2 ＃

2＊3 0

2＊4 1

2＊5

2＊6

2＊7 1

2＊8 ＃

3＊ 3

4＊ 1

5＊ ＃

6＊ ＃

7＊ 1

8＊ 4

9＊0 ＃

9 ＊ 0

2 £ 3 0

2 £ 3 ＃

2 £ 3 ＃

2 £ 3 ＃

2 £ 3 ＃





































ルータ機能を
使う4 ルータ機能概要
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ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4

設定方法

設定方法





接続形態
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ルータ機能を
使う4 いろいろな利用ケース

設定する内容 A装置 B装置
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ルータ機能を
使う4 設定ユーティリティを利用した設定

トップメニューから［新規作成］を選択しま
す。
新規にファイルを作成する場合は、
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ルータ機能を
使う使うわ
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ル
ー
タ
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を
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う

4

NAT+（plus）機能の設定（natコマンド）
NAT+（plus）機能を「使用する」ために“nat on”を入力します。

設定ユーティリティでは自動的に設定される項目ですが、コマン

ドでは設定する必要があります。

11

conf#nat on

DHCPサーバ機能の設定（dhcpserverコマ
ンド）
DHCPサーバ機能を「使用しない」ために“dhcpserver off”

を入力します。

設定ユーティリティでは自動的に設定される項目ですが、コマン

ドでは設定する必要があります。

12

conf#dhcpserver off

設定の終了（exitコマンド）
設定入力はこれで終了です。コンフィグレーションモードを終了

するために“exit”を入力してから、
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ルータ機能を
使う4 コマンドを利用した設定

OCNエコノミーの設定

〈設定データの例〉

（LANを新規に導入する場合の設定）

①WAN回線の選択

②回線速度の設定

契約IPアドレスの設定

HSD回線

128kbps

158.202.200.40

255.255.255.248

使用する

使用する
ドメイン名称：
mydomain.co.jp
ドメインネームサーバのアドレス：
192.52.200.10
NetBIOSサーバのアドレス：
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4

認証アカウント・認証パスワード・拡張通知
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ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4

#conf

設定の開始（confコマンド）

#conf



















ルータ機能を
使う4 コマンドを利用した設定
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conf#hostname add 1 default=AAAAA chapkey=himitsuA

papkey=himitsuA









ルータ機能を
使う4 コマンドを利用した設定
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I Pアドレス・サブネットマスクの設定
（interfaceコマンド）
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回線種別
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ご
参
考
に

5

1.×
2.RD
3.SD
4.DTR
5.SG
6.DSR
7.RS
8.×
9.×

D-sub9ピン・メス
（装置側）

1.FG
2.SD
3.RD
4.RS
5.CS
6.DSR
7.SG
8.CD
20.DTR

D-sub25ピン・オス
（端末側）

1.×
2.RD
3.SD
4.DTR
5.SG
6.DSR
7.RS
8.×
9.×

D-sub9ピン・メス
（装置側）

1.×
2.RD
3.SD
4.DTR
5.SG
6.DSR
7.RS
8.CS
9.×

D-sub9ピン・メス
（端末側）

※コンソールケーブルは、弊社でも取り扱っています。（☛P194）

ご克ま∵

















ご参考に5 仕様一覧
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項目

LANインタフェース

MUCHO-TL-DSU MUCHO-TL

10BASE-T×1
RJ45、HUB-TERM切替スイッチあり

10BASE-T×1
RJ45、HUB-TERM切替スイッチあり

WANインタフェース 高速ド
64/128kbps
ISDN基本インタフェース（2B+D）回線交換
モード
PIAFS

高速ド
64/128kbps
ISDN基本インタフェース（2B+D）回線交換
モード
PIAFS

ス
ス

RS-232C（DSUB-9オス）9600bpsRS-232C（DSUB-9オス）9600bps

S/T点インタフェース 8ピンモ問弊ĺ8ピンモ問弊ĺ

TEL1、̊RJ45、H9

扳

蒄





MEMO
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